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1. はじめに  

高田平野は新潟県の南西部に位置し，日本海に面した不等

辺三角形状の海岸平野である．本研究では，降雪状況によっ

て変化する消雪用地下水の揚水により地盤沈下が顕著にな

った新潟県高田平野を対象地域とし，村上ら 1)が提案してい

る沈下予測式のパラメータから，地盤沈下の地域性を把握す

ることを目指した． 
ここで関川を基準として，高田平野を右岸・左岸の 2 地域

に分け，さらに右岸においては，北部（沿岸部）・南部に分

けた．この 3 地域において，圧縮性を示す CRと Sp0から求

めた残存沈下量を用いて，高田平野における地盤沈下特性の

地域性について検討を行った． 
 

2. 沈下量の推定式 

新潟県から発行されている水準測量成果をもとに，推定沈

下量を求めた．用いた観測点は全部で 174 点であり，そのうち，

2005 年における沈下量がマイナス値を示した 6点を外し，168 点

において解析を行った．用いた予測式は式(1)である．用いた予測

式は一定の地下水位の変動を受ける地盤の経年的な沈下量の変化

が一次元圧密理論解で表せるという仮定に基づいている． 
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ここで，Sp0は観測開始年における残存沈下量（ただし一次固有

値のみ），CR は地盤の圧密進行速度に関する係数であり，それぞ

れ以下のように定義している． 
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この予測式を用いて沈下曲線を求め，2005 年における推定沈下量を求めた．ところで，地盤沈下はその地盤の圧

縮性の大きさや圧密の進行速度により，その地点の地盤沈下特性が異なってくると考えられることから，その地盤

特性をパラメータと CRと，Sp0から 2005 年における推測沈下量を差し引いた 2006 年以降の残存沈下量とを用いて

考察を行った． 
 
3．高田平野における地盤沈下の地域性 

CRは，圧密係数と排水距離に関係する係数であり，圧縮性を示すパラメータである．次に，Sp0の値から 2005 年

における推定沈下量を差し引いた値を残存沈下量と定義し，今後どれほど沈下が生じていくのかといった値を求め

た．ここで対象地域を，関川を基準とし左岸と右岸に分け，さらに右岸を任意で北部(沿岸部)と南部に分けること

で，3 地域に分け，CRと残存沈下量のヒストグラムとその累積度数を求めたのが図 3 である． 
全体的に，残存沈下量および CRともに小さな値が最も多く存在する．しかし関川右岸北部と関川左岸の 2 地域で

は，残存沈下量においては 200 ㎜までの値が多く，CRにおいては 0.15 程度までばらついていることから，この 2

 
図 1 新潟県における高田平野の位置と観測点 

 
図 2 沈下予測式におけるパラメータの意味 
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図 3 関川の両岸における CRと残存沈下量のヒストグラムと累積度数分布 

地域は，残存沈下量が小さく，CRの大きさが比較的大きい傾向にあることが分かる．残存沈下量の累積度数におい

てはより明確で，関川左岸と右岸北部では残存沈下量が 200 ㎜程度でほぼ 90％を占めている．すなわち，関川左岸

および右岸北部地域においては，圧縮性が高く，すでに地盤沈下が収束に向かっており，今後は地盤沈下が沈静化

すると窺える．しかし，これは現在と同様に地下水の揚水が行われた場合であり，豪雪や渇水時に急激な地下水位

の低下が生じた場合，地盤沈下が顕著に現れることも窺える． 
一方，関川右岸南部地域の残存沈下量は，累積度数分布をみると 90％にいたるまでに 900 ㎜を要しており，他の

2 地域よりも残存沈下量が大きいといえる．また，CRにおいて特に 0.01～0.02 程度の値が多く，累積度数分布で示

すように，0.05 程度で 90％までの値が表れている．このことから，関川右岸南部地域は，残存沈下量が大きく圧縮

性の低い地域といえる．よって，今後も長期間にわたって有意な沈下が継続するものと予想される．  
 このように残存沈下量と CRの値から高田平野における地盤沈下特性の地域性について検討することができた．し

かし，傾向と外れる観測値も存在することから，これらの点における地盤沈下特性を把握するためには，地質およ

び地層構造の把握が必要であり，3 次元的な検討が必要であるといえる． 
 
４，結論 
村上 1)によって提案されている地盤沈下予想式のパラメータを用いて，高田平野の地盤沈下の地域性について検

討した．これにより得られた知見は以下のとおりである． 
1) 関川左岸および右岸の北部(沿岸部)地域では，今後地盤沈下が沈静化していく傾向にあるが，圧縮性が高いこ

とから，地下水位の急激な低下が生じた場合に沈下が顕著に現れる傾向にある． 
2) 関川右岸の南部地域においては，今後も長期間にわたって有意な地盤沈下が継続する傾向にある． 
3) それぞれ傾向と外れる観測点が存在しており，地盤沈下特性の詳細な把握は，3 次元的な検討が必要である． 
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